
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
回
） 

「
斑

い

か 
 

 
 

鳩
る

が

」 

斑
鳩
の 
因
可

よ

る

か

の
池
の 

宜
よ

ろ

し
く
も 

君
を

言
は
ね
ば 

思
ひ
そ
我
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

作
者
未
詳 

（
巻
十
二
・
三
〇
二
〇
） 

（
解
説
）
斑
鳩
の
因
可

よ
る
か

の
池
、
そ
の
「
よ
る
」
で
は
な
い
が
、
よ
ろ
し
く
（
好
ま

し
い
よ
う
に
）
あ
な
た
の
こ
と
を
世
間
の
人
が
言
わ
な
い
の
で
私
は
心
配
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
歌
は
、
斑
鳩
の
因
可
と
い
う
池
を
題
材
に
、
恋
の
物
思
い
を
読
ん
だ
も
の

で
す
。 

 

こ
こ
に
詠
ま
れ
る
「
斑
鳩
」
は
奈
良
盆
地
の
西
北
部
に
位
置
す
る
現
・
奈
良
県

生
駒
郡
斑
鳩
町
付
近
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
斑
鳩
は
聖
徳

太
子
が
推
古
十
三
年
（
六
〇
五
）
に
宮
を
置
い
た
場
所
で
あ
り
、
法
隆
寺
を
は

じ
め
と
し
た
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
御
寺
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
そ
の
斑

鳩
に
は
因
可
と
い
う
名
前
の
池
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
斑
鳩
に
は
今
で
も
い
く

つ
か
の
池
が
あ
る
が
ど
れ
か
わ
不
明
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
の
東
大
門
を
で
て



北
の
突
き
当
り
に
あ
る
天
満
池
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
の
説
が
あ
る
。 

 

そ
の
土
手
に
た
つ
と
右
手
に
法
隆
寺
の
伽
藍
が
見
え
た
。 

 

法
隆
寺
は
推
古
天
皇
（
第
三
十
三
代
）
と
聖
徳
太
子
の
発
願
に
よ
り
推
古
天
皇

十
五
年
（
六
〇
七
）
に
開
い
た
と
伝
わ
る
。
国
宝
・
重
文
な
ど
の
建
物
、
仏
像
、

工
芸
品
な
ど
超
一
級
の
仏
教
文
化
の
宝
庫
で
あ
り
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
） 

に
日
本
で
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
）
山
崎
し
げ
子
著
「
万
葉
を
歩
く
」
岡
野
弘
彦
著
「
万
葉
の
歌
」
日
本
古
典
文
学
大
系
「
萬
葉

集
」
奈
良
県
「
は
じ
め
て
の
万
葉
集
」 

（
写
生
地
）
天
満
池
の
土
手
か
ら
世
界
最
古
の
木
造
建
築
で
我
が
国
最
初
の
世
界

文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
法
隆
寺
と
背
景
に
奈
良
県
と
大
阪
府
の
境
界
に

位
置
す
る
葛
城
山
（
標
高
九
五
九
ｍ
）
を
描
く
。（
池
田
杏
花
） 

 


